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いよいよ、みかんの花が咲く季節となりました。皆さまにおかれましては、益々ご清栄

のこととお慶び申し上げます。また、平素は、県政とりわけ農業振興には格段のご尽力を

賜っていますこと、厚く御礼申し上げます。

平成２３年度は台風１２号による被害や記録的な降雨・高温など異常気象により、高品

質生産をする上で大変ご苦労された一年であったと思います。

農業振興課では本年度から課内編成を一新し、普及業務を行う「普及グループ」と補助

奨励業務を行う「産地グループ」の２班体制として、より専門的に業務に取り組んでいく

所存でございます。職員一同皆さまとともに、有田農業の発展に全力で取り組んでまいり

ますので、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

農業振興課長 片山 泰弘

補助事業の活用例

優良品目・品種への改植 園内道の整備

防風施設の導入 鳥獣防護柵の設置

補助事業を有効活用して、生産性の高い優良園地を目指しましょう！



イノシシやニホンジカなどの野生鳥獣を捕獲する場合、狩猟免許を取得する必要があります。

� 狩猟免許試験日程・試験科目のご案内狩猟免許試験日程・試験科目のご案内狩猟免許試験日程・試験科目のご案内狩猟免許試験日程・試験科目のご案内
狩猟免許の取得には下記の日程で行われる試験に合格する必要があります。
また、試験の申し込みは、住所地を管轄する振興局農業振興課住所地を管轄する振興局農業振興課住所地を管轄する振興局農業振興課住所地を管轄する振興局農業振興課にお申し込み下さい。

開催日時 会 場 申込期間

７月１３日(金)正午 打田町生涯学習センター ６月１日～６月２６日
７月１３日(金)正午 上富田文化会館 ６月１日～６月２６日
７月１３日(金)正午 新宮市職業訓練センター ６月１日～６月２６日
８月２５日(土)正午 和歌山ビッグ愛 ７月１２日～８月８日
８月２５日(土)正午 上富田文化会館 ７月１２日～８月８日

試験科目

(1)適性試験：視力、聴力及び運動能力
(2)技能試験：鳥獣の判別及び猟具の取扱い
(3)知識試験：鳥獣の保護及び狩猟に関する法令、猟具、鳥獣並びに鳥獣の保護管理に

関する知識について、択一式の筆記試験

有田地域において、アライグマによる農作物の被害や人への被害が増加しています。
アライグマは本来の生息地以外の生物として、在来生物の生態系、農林水産業、人の生命

等に被害を及ぼすことが懸念されることから、法律により飼養、輸入、譲渡、放獣が禁止さ
れています。

アライグマは、特定外来生物法に基づき、狩猟免許を持っていなくても、この安全防除講
習を受講することで、捕獲を行うことができます。
（狩猟免許を有しないものが捕獲を行うと１年以下の懲役又は百万円以下の罰金が科せられます）

１ 講習日 平成２４年７月２日（月）13:00～15:30 （12:30から受付）

２ 場 所 有田振興局 ３階大会議室

３ 内 容 （１）捕獲に関する基礎知識（法律・生態）

（２）わなの設置方法及び捕獲物の処理方法

４ 講習料 無 料 ※ 講習修了者にはアライグマ安全防除講習受講証書を交付します。

５ 申 込 郵便はがきに住所、氏名、電話番号をご記入のうえ、
〒643-0004

湯浅町湯浅２３５５－１ 有田振興局 農業振興課「アライグマ講習係」
（FAXで申し込む場合は住所、氏名、電話番号記入のうえ ６４－１２７４ まで）

６ 締切り ６月２５（月）〔当日消印有効〕

７ その他 受講日当日は筆記用具、印鑑をご持参ください。
※ 詳しくは、農業振興課までお問い合わせ下さい。

農薬を適正、かつ安全に使用するために
～ 本格的な防除シーズンを迎える前に再確認を！ ～

農 薬 の 適 正 使 用 に つ い て農 薬 の 適 正 使 用 に つ い て農 薬 の 適 正 使 用 に つ い て農 薬 の 適 正 使 用 に つ い て

【購入時】登録の無い薬剤は絶対に使用しない
・・・農薬の製品ラベルの記載事項を良く確認する

【保管時】
・・・農薬は専用の保管庫（場所）で保管し、収穫物と一緒にしない

【使用時】
・・・散布前、散布後の自身の体調に留意する
・・・必ず防護服や防護具の着用を
・・・農薬使用期限を再確認しましょう
・・・散布周辺地の薬剤の飛散に注意

【廃棄時】
・・・在庫を点検し、期限切れ農薬や空容器の処分は専門業者に引き取ってもらいましょう
・・・散布液の残液は川や池に流さないようにしましょう

アライグマ安全防除講習会のお知らせアライグマ安全防除講習会のお知らせアライグマ安全防除講習会のお知らせアライグマ安全防除講習会のお知らせ

狩猟免許試験のお知らせ狩猟免許試験のお知らせ狩猟免許試験のお知らせ狩猟免許試験のお知らせ



今年度中に申請できる果樹関係の補助事業については、下記の３つの事業があります。
いずれの事業とも申請基準や時期等が異なりますので、詳しくはＪＡ営農指導課または農

業振興課までお問い合わせ下さい。

①果樹経営支援対策事業【国基金事業、継続】
《事業の内容》

優良品目・品種への改植・高接《定額、１／２以内》
小規模園地整備（園内道の整備、傾斜の緩和、土壌改良、かん水施設）等《１／２以内》

②果樹未収益期間対策事業【国基金事業、新規】
《事業の内容》

①の果樹経営支援対策事業で改植等を実施した際の未収益期間に対する支援
（５万円／１０ａ）×改植の翌年から４年分（２０万円／１０ａを初年度に一括交付）

③果樹産地再生緊急事業【県事業、新規】
地域の果樹産地全体の振興に関する計画を策定していただき、これに基づいた取り組みに

対する支援
《事業の内容》

優良品種への改植《１／２以内》
マルチ・節水型かん水施設栽培の導入

《１／４以内、ただし優良品種への改植を伴う場合は１／３以内》
園内道、傾斜緩和等の園地整備

《１／４以内、ただし優良品種への改植を伴う場合は１／３以内》
防風・防霜施設の導入《１／４以内》

野菜花き産地強化事業

（趣旨）
野菜花き等の生産力向上と高品質化、低コスト化を図る機械・設備等の導入を支援し、競

争力の高い産地を育成するための事業。

（事業実施主体）
農業協同組合、農業協同組合連合会、農事組合法人、農業生産法人、３戸以上の農業者を

もって組織する団体、その他知事が認める団体。

（補助対象事業及び補助率）

補 助 対 象 経 費 補 助 率

（１）高品質・生産力強化 経費の１／３以内
高品質生産、生産力向上を図る取組に係る経費
高設栽培装置、土壌消毒機、遮光（遮熱）ネット、
予冷庫等

（２）省エネ・低コスト生産
生産の省エネ化、低コスト化を図る取組に係る経費
循環送風機、多重カーテン装置、廃熱回収機、多段
式サーモ、堆肥散布機等

（３）パイプハウス更新 経費の１／４以内
パイプハウス（基礎のない地中押し込み式の簡易な
農業用ハウス）更新に係る経費。

詳しくは農業振興課までお問い合わせ下さい。

果樹に関する補助事業について果樹に関する補助事業について果樹に関する補助事業について果樹に関する補助事業について

野菜、花きに関する補助事業について野菜、花きに関する補助事業について野菜、花きに関する補助事業について野菜、花きに関する補助事業について



課 長 片山 泰弘

産 地 グ ル ー プ 普及 グ ル ー プ

主 任(GL) 小泉 拓也 主 任 (GL) 林 孝史
主 査 鳥居 洋木 主 任 村上 豪完
主 査 藪野 純子 主 査 播磨 真志
主 査 尾﨑 健 主 査 山本 香珠代
主 査 地坂 吉弘 副 主 査 奥野 直行

副 主 査 西浦 正泰
技 師 岡本 功一

○産地グループ

・各種補助金事業の推進や、各種登録・申請に関する業務を行います。

主な業務：鳥獣害対策や果樹・野菜・花き・水稲等に関する補助事業の推進、

農薬及び肥料に関する登録及び申請、各農業制度資金の啓発・相談 等

○普及グループ

・農作物の栽培指導及び振興や、担い手の育成業務を行います。

主な業務：果樹・野菜・花き・水稲等の栽培指導及び振興、環境保全型農業の推進指導、
農業士・生活研究グループ・４ H クラブ等各種農業団体の活動支援 等

農業士会 ４Ｈクラブ 生活研究グループ

広 域 村上 豪完 岡本 功一

有 田 市 播磨 真志 播磨 真志

湯 浅 町 村上 豪完 村上 豪完
山本 香珠代

広 川 町 岡本 功一 岡本 功一

有田川町 奥野 直行 （吉備）奥野 直行

（金屋）林 孝史

受賞者の紹介

●女性・高齢者グループの生活・生産に関する表彰
農林水産部長表彰

有田川町生活研究グループ連絡協議会清水支部有田川町生活研究グループ連絡協議会清水支部有田川町生活研究グループ連絡協議会清水支部有田川町生活研究グループ連絡協議会清水支部
（代表者：横岩 史 氏）（代表者：横岩 史 氏）（代表者：横岩 史 氏）（代表者：横岩 史 氏）

＜活動の概要＞
グループの前身である「山椒料理開発グループ」で開発した山椒の加

工技術をもとにパウンドケーキ、クッキー、佃煮など次々と商品化を進
めるとともに、県内外のイベントにも積極的に参画し、山椒加工品の販
売とともに、料理レシピの紹介等山椒の消費拡大に取り組んでいる。

また、地元学生を対象に山椒料理教室を開催する等、食育活動にも尽
力。

●子ども若者育成・子育て支援功労者表彰（子ども・若者育成支援部門）
内閣府特命担当大臣表彰

山崎 佳彦山崎 佳彦山崎 佳彦山崎 佳彦 氏（有田市 指導農業士）氏（有田市 指導農業士）氏（有田市 指導農業士）氏（有田市 指導農業士）

＜活動の概要＞
糸我地区青少年育成会を組織としてまとめ、地域住民とともに「田んぼの学校」

をはじめ、「夏休み自然探検隊」、「いも茶がゆと餅つきのつどい」等さまざまな食
農体験を実施。農業の魅力を発信するとともに、子ども達の健全育成に大きく貢献。

体 制 図体 制 図体 制 図体 制 図

農業関連団体の担当農業関連団体の担当農業関連団体の担当農業関連団体の担当

各グループの主な業務各グループの主な業務各グループの主な業務各グループの主な業務

管 内 農 業 関 連 団 体 の 表 彰管 内 農 業 関 連 団 体 の 表 彰管 内 農 業 関 連 団 体 の 表 彰管 内 農 業 関 連 団 体 の 表 彰






